
防災道の駅「朝霧高原」の現状

資料３



道の駅「朝霧高原」 とは

○設 置 者：富士宮市

○路 線 名：一般国道１３９号（直轄）

○整備形式：一体型

○管理･運営者：(株) 富士山（委託）

○登 録：平成１１年８月２７日（第１５回）

○供 用：平成１２年３月２７日

《「道の駅」の 概 要》
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防災道の駅「朝霧高原」の広域的な防災計画への位置付け等

○防災道の駅「朝霧高原」は、南海トラフ地震における静岡県広域受援計画において、警察庁の進出拠点に位置付け
られ、次期計画にて広域物資輸送拠点（代替拠点）に指定される見込み。

○施設機能・体制として、概ね充足しているものの、防災倉庫は未整備。

※令和2年10月 中部地方幹線道路協議会（静岡県地区会議）資料



防災道の駅「朝霧高原」の広域的な防災拠点として想定される機能
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○防災道の駅「朝霧高原」は、国道139号沿線唯一の広域防災拠点で、中央道・中部横断自動車道のICから概ね
30km程度に位置し、山梨方面からの広域応援部隊や救援物資等を受け入れ、被災地へ送り出す役割を担う。

※令和2年10月 中部地方幹線道路協議会（静岡県地区会議）資料



防災道の駅「朝霧高原」における災害に備えた取組
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○道の駅「朝霧高原」については、国、富士宮市、(株)富士山の３社が参加した防災訓練を実施。

※令和2年10月 中部地方幹線道路協議会（静岡県地区会議）資料
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※令和3年3月30日 中部ブロック新広域道路交通計画

中部ブロック新広域道路交通計画広域道路ネットワーク計画における位置付け



《売店》

《トイレ》

《レストラン》

《情報提供コーナー》

道の駅「朝霧高原」の施設

・富士宮市や静岡県の特産品や名産品を取扱い ・富士宮市周辺の素材を利用

・２台のモニターを設置し、道路通行規制情報、
災害情報、観光情報等を提供

・ポスター、パンフレットによる観光情報の提供。 ・男子トイレ、女子トイレ、多目的トイレを設置
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野菜直売市、観光の取組
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【地域経済】
・地場産品を多く取り揃えています。
・特に、野菜は安全安心な地元農家からの直送、
全品買取で安く提供している野菜直売市を毎日
開催しています。

【観光】
・隣接する富士山展望台からは、雄大な富士山が
望め、あさぎりフードパークでは、富士宮市の
食と文化が楽しめます。

・周辺には東海自然歩道や毛無山などがあり、富
士山の眺望にも優れ、多くのハイカーや写真愛
好家に親しまれています。

《野菜直売市》

《展望台からの眺望》 《あさぎりフードパーク》

《サインによる案内》 《ハイキングコース》



子育て支援、道路協力団体の取組
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【子育て支援】
・令和２年３月に子育て支援のために最
新の授乳室を導入

・授乳室は完全個室で施錠するとモニ
ターによる案内がスタート。授乳室の
近くには「子育て支援自販機」も設置

・令和元年度に屋根付き駐車場を設置

《完全個室の授乳室、子育て支援自販機》 《屋根付き駐車場の設置》

【道路協力団体の取組み】
・富士山朝霧高原景観管理協議会は平成26年に設
置され、自治会を中心に地元企業・NPO等約20名
で構成。

・平成28年12月に道路協力団体に指定され、世界
文化遺産である富士山麓の道路景観維持を目的
とした清掃活動・修景活動のほか、募金 活動お
よび活動応援自動販売機を設置。収益により道
路の維持・管理を充実。

（2号業務）活動応援自動販売機設置

（1号業務）道路清掃
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新型コロナウイルス感染症への対応

【新型コロナウイルス感染症の影響に対応するための沿道飲食店等の路上利用】

・国交省では、新型コロナウイルス感染症の影響を受ける
飲食店等を支援するための緊急措置(コロナ占用特例)と
して、テイクアウトやテラス営業などを行う際の道路占
用における許可基準を緩和。

・静岡国道事務所では、令和３年９月１日に中部地方整備
局が管理する国道で初めてコロナ占用特例による道路占
用を道の駅「朝霧高原」で許可。

設置イメージ


